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９月１日は

「防災の日」

災害に備えて
　今、私たちができること

８月30日土
▼

９月５日金

防災週間

　

災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
町
や
消

防
な
ど
の
関
係
機
関
が
被
害
の
拡
大

防
止
や
負
傷
者
の
救
助
「
公
助
」に

あ
た
り
ま
す
が
、
対
応
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
を
自
分
の
努

力
に
よ
っ
て
守
る
「
自
助
」や
、
地

域
や
、
近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
防
災
活
動
を
行
う

「
共
助
」の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

災
害
時
に
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」が
円
滑
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
自
身
が
、
日
ご
ろ
か

ら
考
え
、
備
え
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

●
自
分
た
ち
の
地
域
は

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ

が
で

き
ま
す
。

●
災
害
に
備
え
る

　

そ
こ
で
、
普
段
か
ら
避
難
場
所
や

安
否
確
認
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
地
域
で
情
報
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。
地
域
の
防
災
訓
練
や
行
事

等
に
は
積
極
的
に
参
加
し
普
段
か
ら

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
交
流
を
図
る

こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ

う
、「
防
災
の
日
」を
機
会
に
、
家
族

や
身
近
な
人
と
災
害
に
ど
う
備
え
る

の
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
、
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
避
難
場
所
を

確
認
し
な
が
ら
、
住
ま
い
や
自
分
が

い
る
こ
と
が
多
い
場
所
か
ら
の
避
難

経
路
や
危
険
箇
所
の
把
握
、
緊
急
時

の
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
役
場
本
庁
舎
危
機
管
理

対
策
室
、
国
府
支
所
、
図
書
館
で
入

手
で
き
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
、（http://w

w
w
.tow
n.

oiso.kanagaw
a.jp/

）か
ら
、「
く
ら

し
・
安
心
」↓
「
防
災
情
報
・
危
機

管
理
」↓
「
情
報
マ
ッ
プ
」を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

　

大
災
害
時
、
救
助
や
救
援
は
す
ぐ

に
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
備
蓄
品
は
、
最

低
で
も
３
日
間
自
力
で
生
活
で
き
る

だ
け
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

備
蓄
品
と
は
別
に
、
避
難
時
に
持
っ

て
い
く
非
常
時
持
ち
出
し
品
は
、
あ

ら
か
じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま
と

め
て
お
き
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場

所
に
置
き
ま
す
。

が

い

い

の
大

な
力
に
な
り
ま
す
。

oisoし管
理

●
家
庭
の
防
災
会
議
を
開
こ
う

管
理
」
「
情
報
マ

プ
」を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

●
備
蓄
品
・
非
常
時
持
出
品
を

備
え
よ
う

　台風・高潮、地震、津波等の災害についての認識
を深め、これに対処する心構えをする日として９月
１日を「防災の日」、また、この日を含む１週間を「防
災週間」として定めています。
　いざという時にあわてないように、日ごろから家
庭や地域で災害について話し合いましょう。

●非常時持出品は避難時すぐに必要となるもので
リュックサックの重量で男性 15㎏、女性 10㎏
までが目安です
●備蓄品は自宅で生活するために必要な食料、水、
資機材など。人数×5日程度分を目標に備蓄。

［住民］
自助

［地域］
共助

［行政］
公助


